
問

今
回
の
地
区
計
画
の
策
定
あ

る
い
は
変
更
に
は
、
住
民
合
意
の
採

決
の
規
定
あ
る
い
は
採
決
基
準
（
多

数
決
ま
た
は
○
分
の
○
以
上
な
ど
）

は
設
け
ら
れ
て
い
る
の
か

答

基
準
は
な
い
。
住
民
主
体
の

市
が
定
め
る
都
市
計
画
で
あ
り
、
地

域
の
街
並
み
を
守
ろ
う
と
い
う
ル
ー

ル
。
こ
の
計
画
が
説
明
会
な
ど
で
概

ね
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
た
と
判
断

出
来
た
と
き
法
や
条
例
に
従
っ
て
制

定
の
手
続
き
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
地

域
の
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
場

合
は
、
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

市
が
変
更
の
必
要
性
を
判
断
す
る
こ

と
に
な
る
。

問

現
在
の
建
築
緑
化
協
定
は
ど

う
な
る
の
か
。
ま
た
地
区
計
画
が
施

行
さ
れ
た
と
き
、
計
画
の
順
守
状
況

の
チ
ェ
ッ
ク
は
ど
う
す
る
の
か
。

答

現
在
の
建
築
緑
化
協
定
は
廃

止
す
る
こ
と
で
考
え
て
い
る
。
ま
た

現
在
の
建
築
緑
化
協
定
委
員
会
に
相

当
す
る
新
た
な
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
町
並
み
の
維
持
管
理
、
運
営
を
行
っ

て
い
く
。
詳
細
は
今
後
決
ま
り
次
第
、

案
内
し
て
い
く
。

問

若
草
は
南
北
に
建
築
し
て
い

る
家
が
多
く
、
北
側
の
家
は
冬
場
、

日
当
た
り
が
悪
い
。
町
づ
く
り
委
員

会
の
資
料
に
「
日
照
権
に
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
あ
る
が
、
法
的
規
制

は
な
い
は
ず
だ
が
。
ま
た
、
若
草
地

区
は
高
度
地
区
の
指
定
や
日
陰
規
制

に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

建
築
基
準
法
、
都
市
計
画
法

に
は
日
照
権
の
定
義
は
な
い
。
委
員

会
資
料
の
日
照
権
の
言
葉
の
使
い
方

は
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
委
員
会

が
言
い
た
か
っ
た
の
は
、
若
草
の
用

途
地
域
指
定
の
第
一
種
低
層
住
居
専

用
地
域
お
よ
び
今
回
の
地
区
計
画
で

は
、
住
宅
の
高
さ
は

10
㍍
、
隣
家
、

道
路
と
の
壁
面
後
退
１
㍍

50
㌢
と

規
制
し
て
い
る
。
内
容
的
に
は
現
在

の
建
築
緑
化
協
定
と
同
じ
。
こ
の
条

件
で
は
建
築
基
準
法
の
日
陰
規
制
を

ク
リ
ア
し
て
い
る
（
基
準
法
の
日
陰

規
制
を
満
た
し
て
い
る
と
い
う
意
味

で
、
日
陰
が
多
い
、
少
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
）
。

仮
に
増
築
す
る
と
し
て
も
両
隣
は

も
ち
ろ
ん
、
前
後
の
住
民
同
士
が
お

互
い
に
地
区
計
画
の
趣
旨
を
理
解
し
、

順
守
、
協
調
す
れ
ば
日
当
た
り
問
題

で
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
自
治
連
で
も
今
後
、

理
解
促
進
に
向
け
努
力
す
る
。

問

地
区
計
画
が
制
定
さ
れ
る
と
、

新
築
や
増
改
築
は
ど
こ
に
届
け
出
れ

ば
よ
い
の
か
。

答

建
築
確
認
申
請
は
従
来
と
同

じ
。
地
区
計
画
に
関
わ
る
内
容
は
都

市
計
画
課
に
届
け
出
て
ほ
し
い
。
た

だ
し
、
軽
微
な
も
の
で
市
へ
の
届
け

出
が
必
要
な
い
場
合
は
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
、
設
置
さ
れ
る
予
定
の
地
区

計
画
運
用
委
員
会
（
仮
称
）
に
届
け

出
て
も
ら
え
ば
よ
い
。

問

地
区
計
画
で
は
届
け
出
制
と

あ
る
が
、
届
け
出
な
か
っ
た
り
、
違

反
し
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。

答

都
市
計
画
法
に
基
づ
き
届
け

出
が
あ
れ
ば
適
合
性
を
判
断
し
、
適

合
し
な
い
場
合
は
指
導
、
理
解
が
得

ら
れ
な
い
場
合
は
勧
告
と
な
る
。
届

け
出
な
か
っ
た
り
、
違
反
と
認
め
ら

れ
た
場
合
は
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

◇

主
要
な
や
り
と
り
（
回
答
と
説
明

は
一
部
追
加
し
て
い
ま
す
）
は
以
上

の
通
り
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
多

く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
整
理

し
た
上
で
報
告
し
ま
す
。
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現
在
の
建
築
・
緑
化
協
定
に
替
わ
る
新
し
い

町
づ
く
り
の
ル
ー
ル
「
若
草
地
区
地
区
計
画
案
」

の
説
明
会
が
地
域
内
全
戸
を
対
象
に
10
月
16
日

と
30
日
の
２
日
間
、
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

同
計
画
は
、
自
治
連
、
町
づ
く
り
委
員
会
が

今
年
４
月
か
ら
草
津
市
と
協
働
で
取
り
組
ん
で

き
た
も
の
で
、
景
観
保
持
、
建
ぺ
い
率
緩
和
な

ど
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

両
日
で
計
６
回
開
か
れ
た
説
明
会
に
は
全
家

庭
の
約
７
割
が
出
席
。
市
都
市
計
画
課
か
ら
地

区
計
画
策
定
に
至
っ
た
背
景
、
建
築
緑
化
協
定

の
状
況
、
計
画
内
容
、
今
後
の
進
め
方
な
ど
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
同
課
と
自
治
連
合
会
、

町
づ
く
り
委
員
会
が
住
民
か
ら
の
質
問
に
答
え

ま
し
た
。

同
計
画
は
住
民
全
て
に
関
係
す
る
計
画
で
あ

り
、
多
く
の
出
席
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
関
心

の
高
さ
を
示
す
も
の
で
、
関
係
者
も
認
識
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
当
日
出
席
で
き
な
か
っ

た
家
庭
に
対
し
て
は
草
津
市
都
市
計
画
課
で
縦

覧
し
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
書
を
配
布
し
ま
し

た
。会

場
で
の
質
疑
応
答
の
概
要
は
別
項
の
通
り

で
す
が
、
大
多
数
の
住
民
み
な
さ
ん
に
計
画
へ

の
理
解
と
賛
同
を
得
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
さ
ら
に
皆
様
の
理
解
を
得
な
が
ら
計

画
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

計
画
に
不
明
な
点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
最
寄
り
の

町
内
会
長
あ
る
い
は
自
治
連
合
会
、
町
づ
く
り

委
員
会
に
気
軽
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

（
自
治
連
）

主
な
質
疑
内
容

計
画
変
更
は
民
意
を
尊
重

違
反
し
た
場
合
は
罰
則
も

現
行
の
協
定
は
廃
止
へ

日
陰
規
制
は
条
件
ク
リ
ア

地
区
計
画
届
出
は
都
計
課

説明に耳を傾ける出席者

地
区
計
画
と
用
途
変
更
で
説
明
会

住
民
の
出
席
率
７
割
、
高
い
関
心
示
す



志
津
南
地
区
の
情
報
化
を
進
め
る

地
域
協
働
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
（
情
報

化
）
推
進
委
員
会
が

10
月

25
日
、

志
津
南
公
民
館
で
初
会
合
を
開
き
、

今
後
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、
自
治
連

が
草
津
市
と
協
働
し
て
取

り
組
む
地
域
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
推
進
の
た
め
に
設
置

し
た
も
の
で
、
自
治
連
関

係
、
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
、
地
区
民
生
・
児
童
委

員
、
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
、

事
務
局
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
日
の
第
一
回
委
員

会
で
は
、
事
務
局
（
公
民

館
）
か
ら
趣
旨
説
明
が
行

わ
れ
、
委
員
長
に
自
治
連
広
報
部
会

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
津
田
英
二
さ
ん
を

選
出
し
た
あ
と
、
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
公
開
し
て
い
る
「
若
草
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
の
活
用
を
軸
に
情
報
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
。
当

面
は
地
域
の
人
々
に
も
っ
と
利
用
し

て
も
ら
え
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り

を
目
指
し
、
メ
ン
バ
ー
の
顔
ぶ
れ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
容
を
再
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
目
的
を
明
確
に
す

る
上
か
ら
、
委
員
会
名
を
「
若
草
ネ
ッ

ト
委
員
会
」
（
通
称
）
と
す
る
こ
と

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

10
月

31
日
に
は
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
、
草
津

市
と
地
元
と
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
、

調
査
項
目
の
内
容
な
ど
を
協
議
、
年

内
に
も
全
戸
を
対
象
に
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

委
員
長
を
除
く
地
域
協
働
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
（
情
報
化
）
推
進
委
員
会
委

員
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）
。

上
田
恒
章
（
自
治
連
会
長
）
妹
尾

志
郎
（
同
事
務
局
長
）
和
田
基
（
社

協
事
務
局
長
）
三
輪
房
夫
（
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
）
林
茂
（
民
生
委
員
児

童
委
員
連
絡
協
議
会
）
垣
根
和
子

（
学
区
主
任
児
童
委
員
）
横
田
博
紀

（
公
民
館
長
）
河
邉
真
（
公
民
館
）

鶴
田
真
理
子
（
同
）
。

地
域
協
働
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
推
進

委
員
会
は
市
、
立
命
館
大
学
景
観
計

画
研
究
室
の
協
力
を
得
て
、
近
く
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
連
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
目
的
は
、
今
年
３
月

に
開
設
し
た
志
津
南
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
若
草
ネ
ッ
ト
」
を
軸
に
、
情
報
面

か
ら
町
づ
く
り
を
支
え
て
い
く
た
め

の
方
向
性
を
探
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

地
域
に
役
立
つ
情
報
を
引
き
出
す

と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
住
民
に
町

づ
く
り
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
し
た
い
、
と
い
う
の
が
率
直
な

と
こ
ろ
で
す
。

今
月

20
日
前
後
を
目
標
に
、
調

査
票
と
資
料
一
式
（
若
草
ネ
ッ
ト
の

案
内
、
デ
ジ
カ
メ
コ
ン
テ
ス
ト
の
作

品
募
集
要
項
、
返
却
用
封
筒
）
を
各

班
長
さ
ん
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
布

し
ま
す
。

締
め
切
り
は

11
月

28
日
（
月
）

中
で
、
班
長
さ
ん
に
各
家
庭
か
ら
回

収
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
を
返
却

用
封
筒
に
入
れ
、
班
長
さ
ん
に
お
渡

し
く
だ
さ
い
。

町
づ
く
り
の
一
助
と
す
る
た
め
、

も
れ
な
く
回
答
し
て
い
た
だ
く
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
推
進
委
員
会
）

志
津
南
公
民
館
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

し
た
こ
と
が
な
い
地
域
の
人
た
ち
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
体
験
し
て
も
ら

お
う
と
、
草
津
市
が
地
域
と
協
働
し

て
取
り
組
む
情
報
化
パ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
の
モ
デ
ル
地
区
に
選
ば
れ
た
志
津

南
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備

し
た
も
の
で
す
。

志
津
南
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ

め
、
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
検
索
な
ど
が

自
由
に
活
用
で
き
ま
す
。

利
用
で
き
る
の
は
平
日
の
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
、
日

祝
日
お
よ
び
夜
間
は
利
用
で
き
ま
せ

ん
。草

津
市
が
第

51
回
自
然
観
察
会

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
志

津
小
、
湖
南
農
高
、
正
光
寺
、
小
汐

井
神
社
な
ど
６
か
所
で
ク
ス
ノ
キ
、

ム
ク
ロ
ジ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
保
護
樹

木
を
観
察
し
ま
す
。

▼
日

時

12
月

10
日
（
土
）
午

前
８
時

30
分
〜
正
午
（
小
雨
決

行
）

▼
集

合

市
役
所
立
体
駐
車
場
横

の
バ
ス
駐
車
場

▼
対

象

市
内
在
住
、
在
勤
者

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

▼
定

員

30
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物

筆
記
用
具
、
雨
具
、
水

筒
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
草
津

市
環
境
課
（
電
話
５
６
１

|
２
３

４
２
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
５
６
１

|
２
４
７

９
）

※
天
候
が
不
安
定
な
場
合
は
、
午
前

７
時

30
分
か
ら
午
前
８
時
ま
で
の

間
に
確
認
し
て
下
さ
い
。
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パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
推
進
委
が
ス
タ
ー
ト

Ｈ
Ｐ
活
用
軸
に
地
域
情
報
化
の
道
探
る

第一回推進委員会（志津南公民館）

ネ
ッ
ト
関
連
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

オープンした体験コーナー

地域協働パイロット

事業推進委員会（若草

ネット委員会）が、初

仕事に「デジカメフォ

トコンテスト」を実施、志津南の風

景、町並み、風物などを題材にした

作品を募集します。

応募期間は12月１日～来年１月31

日です。

わが町を見つめ直してもらうとと

もに、デジカメを情報媒体として活

用する道を探るのが狙いです。ふるっ

てご応募いただくようお願いします。

募集要項の詳細は別途、チラシを

各戸に配布しますのでご覧下さい。

草
津
市
が
自
然
観
察
会

公
民
館
に
ネ
ッ
ト
接
続

デジカメ作品募集

町
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
へ
回
答
協
力
を



す
こ
や
か
セ
ミ
ナ
ー
「
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
」
が

10
月

25
日
、
志

津
南
小
学
校
で
開
か
れ
、
同
校
教
諭

や
児
童
、
保
護
者
ら
約
３
０
０
人
が

プ
ロ
の
歌
声
を
満
喫
し
ま
し
た
。

地
区
青
少
年
区
民
会
議
、
地
域
協

働
学
校
推
進
委
員
会
が
主
催
、
文
化

庁
の
「
学
校
へ
の
芸
術
家
等
派
遣
事

業
」
の
適
用
を
受
け
て
開
催
し
た
も

の
で
、
今
回
は
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
の
ソ

リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
甲
賀

市
水
口
町
出
身
の
萩
野
美
智
子
さ
ん

（
栗
東
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
ホ
ー
ル
協
会

理
事
長
）
を
招
き
ま
し
た
。

萩
野
さ
ん
は
こ
の
日
、
間
近
に
歌

声
を
聴
か
せ
よ
う
と
、
子
ど
も
た
ち

の
中
に
入
っ
て
「
里
の
秋
」
や
「
七

つ
の
子
」
「
ゆ
り
か
ご
」
な
ど
の
童

謡
を
、
映
画
「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
の
「
ド
レ
ミ
の
歌
」
で
は

会
場
の
人
た
ち
と
声
を
合
わ
せ
て
の

大
合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

途
中
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
大
西
善
子

教
諭
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、
シ
ョ
パ
ン
の

「
幻
想
即
興
曲
」
を
挟
ん
で
、
最
後

に
萩
野
さ
ん
が
黒
人
霊
歌
「
ア
メ
ー

ジ
ン
グ
グ
レ
ー
ス
」
を
熱
唱
。
メ
ゾ

ソ
プ
ラ
ノ
の
澄
ん
だ
歌
声
が
響
き
わ

た
る
と
、
会
場
は
大
き
な
感
動
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ

ィ

in

志
津
南
」

|
。

子
ど
も
た
ち
が

待
ち
望
ん
で
い
た

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
が

10
月

29

日
午
後
１
時
半
か

ら
１
部
と
２
部
に

分
け
行
わ
れ
ま
し

た
。１

部
は
志
津
南

公
民
館
に
立
命
館

大
学
か
ら
国
際
課

９
人
、
放
送
局

１
人
を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
て
世
界
の
国
々

の
収
穫
祭
の
話
を

聞
き
ま
し
た
が
、

「
い
ろ
ん
な
国

の
人
た
ち
が
い
て
、
み
ん
な
生
き
て

る
ん
だ
」
と
言
う
子
ど
も
の
感
想
が

印
象
的
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は

22
日
に
手
づ
く

り
し
た
仮
装
衣
装
を
み
ん
な
に
披
露
、

細
か
い
飾
り
付
け
や
、
か
わ
い
い
帽

子
が
素
敵
で
し
た
。
そ
の
後
、
ク
イ

ズ
「
か
ぼ
ち
ゃ
の
重
さ
あ
て
」
を
発

表
、
正
解
は

16
・
７
㌔
。
投
票
さ

れ
た
方
、
い
か
が
で
し
た
か
？

２
部
は
地
域
を
歩
い
て
お
菓
子
を

も
ら
う
予
定
で
し
た
が
、
雨
の
た
め

中
止
、
館
内
の
各
部
屋
を
回
り
「
ト

リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」
を
合

言
葉
に
お
菓
子
を
も
ら
い
、
子
ど
も

た
ち
は
ニ
コ
ニ
コ
顔
で
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

志
津
南
公
民
館
は
サ
ロ
ン
書
架
の

蔵
書
に
加
え
、
草
津
市
立
図
書
館
の

蔵
書
を
借
用
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市
立
図
書
館
か
ら
は
１
回
に
百
冊

単
位
で
借
用
、
３
カ
月
間
、
公
民
館

サ
ロ
ン
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
並
べ
て

い
ま
す
。
世
界
情
勢
か
ら
防
災
、
行

楽
ガ
イ
ド
、
パ
ソ
コ
ン
、
料
理
、
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
ま
で
、
季
節
に
マ
ッ
チ
し

た
書
籍
（
閲
覧
の
み
）
も
ま
じ
え
、

身
近
な
図
書
を
そ
ろ
え
る
よ
う
工
夫

し
て
い
ま
す
。

図
書
館
ま
で
行
き
に
く
い
人
に
も
、

来
館
さ
れ
た
人
に
も
利
用
し
て
も
ら

え
た
ら
、
と
館
員
一
同
は
期
待
し
て

い
ま
す
。
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先生たちも壇上で「ドレミの歌」のパフォーマンス

体
育
館
に
プ
ロ
の
歌
声
響
く

素
敵
だ
っ
た
仮
装

公
民
館
図
書
を
充
実

志
津
南
小
で
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

仮装した参加者（志津南公民館）

パ
ソ
コ
ン
講
座
募
集

志
津
南
公
民
館
の
パ
ソ
コ
ン
２

講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
「
ブ
ロ
グ
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
」

12
月
20
日
（
火
）

午
後
１
〜

４
時

・
内
容
：
ブ
ロ
グ
（
ウ
ェ
ブ
ロ

グ
）
の
仕
組
み
と
始
め
方
の
解

説
。

・
受
講
料
：
３
０
０
円

◇
「
パ
ソ
コ
ン
で
フ
ォ
ト
ア
ル
バ

ム
」

１
月
30
日
（
月
）
・
31
日
（
火
）

午
後
１
〜
４
時

・
内
容
：
画
像
デ
ー
タ
の
取
込
み

と
画
像
編
集
方
法
の
解
説
。

・
対
象
：
２
日
と
も
受
講
で
き
る

方
・
受
講
料
：
６
０
０
円

定
員
は
各
講
座
と
も
10
人
。
い

ず
れ
も
テ
キ
ス
ト
代
等
材
料
費
が

別
途
必
要
で
す
。
希
望
者
は
11
月

21
日
〜
28
日
午
後
５
時
ま
で
に
志

津
南
公
民
館
へ

一新した図書コーナー

雨
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

熱唱する萩野さん



先
日
、
と
あ
る
公
園
で
清
掃
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
犬
を
連
れ
た
人
が
入
っ

て
き
て
小
便
を
さ
せ
た
。
こ
れ
を
目

の
当
た
り
に
し
た
の
で
「
こ
こ
は
幼

児
が
遊
ぶ
公
園
で
も
あ
り
、
犬
の
散

歩
は
ご
遠
慮
願
い
た
い
」
と
申
し
上

げ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
は
「
そ
う
い

う
規
則
は
な
い
、

私
は
ペ
ッ
ト
委

員
会
の
者
で
す
」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

幼
児
た
ち
が
こ
の
公
園
の
砂
場
や

草
む
ら
で
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る

姿
を
常
々
見
て
い
る
だ
け
に
、
清
潔

な
公
園
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
の

は
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
人

に
、
も
し
お
孫
さ
ん
が
い
た
ら
、
犬

の
フ
ン
や
尿
が
撒
き
散
ら
さ
れ
た
公

園
で
遊
ば
せ
る
だ
ろ
う
か
。

ペ
ッ
ト
を
飼
う
人
に
ほ
ん
の
少
し

の
心
遣
い
が
あ
れ
ば
、
お
互
い
嫌
な

思
い
を
し
な
く
て
済
む
の
で
あ
る
。

「
ペ
ッ
ト
と
の
共
生
」
を
謳
う
ペ
ッ

ト
委
員
会
が
存
続
す
る
の
な
ら
、
こ

の
こ
と
を
も
っ
と
真
剣
に
考
え
て
も

ら
い
た
い
も
の
だ
。

ほ
と
ん
ど
の
人
は
「
ペ
ッ
ト
は
自

分
の
子
ど
も
の
よ
う
に
か
わ
い
い
」

と
言
う
。
そ
れ
な
ら
ペ
ッ
ト
に
も
自

分
の
子
ど
も
と

同
じ
よ
う
に
自

宅
内
で
排
泄
さ

せ
る
習
慣
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。

そ
れ
が
、
ペ
ッ
ト
と
共
生
し
、
住
み

良
い
町
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い

く
に
違
い
な
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。

（
清
潔
な
公
園
を
願
う
住
民
）

広
報
部
会
で
は
、
毎
号
掲
載
し
て

い
る
「
み
ん
な
の
広
場
」
の
原
稿
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
町
づ
く
り
に
対

す
る
ご
意
見
、
時
代
の
流
れ
、
社
会

風
潮
へ
の
思
い
な
ど
、
他
者
を
誹
謗

中
傷
す
る
も
の
で
な
い
限
り
内
容
は

問
い
ま
せ
ん
。
多
く
の
方
か
ら
の
投

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
各
町
内
の
広
報
部
担
当
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

（
広
報
部
会
長

仮
家

稔
）
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□11月19日（土）

☆健康ウォーキング
8:45集合 9:00出発
菖蒲池周辺（参加自由）
老人クラブ（若寿会）

☆ボランティア講座
10:00～12:00
講演『私とボランティア』
講師：音楽療法士 尾木八
重子さん
志津南公民館

□11月23日（祝）

☆チャレンジスポーツディー
地区ソフトボール大会・ワ
ンツーシュート大会
8:30 志津南小
志津南地区体育振興会

□11月26日（土）
☆社会奉仕

9:00集合
若草中央公園
老人クラブ（若寿会）

☆きゃっぷりん貼付け作業
10:00～11:30
志津南公民館中庭
草津市生涯学習課

□12月2日（金）
☆定例健康相談
9:30～10:30
志津南公民館
草津市健康推進課

□12月3日（土）

☆健康ウォーキング
8:45集合 9:00出発
菖蒲池周辺（参加自由）
老人クラブ（若寿会）

□12月10日（土）
☆わんぱくプラザ南っ子
「オリジナルオーナメント
を作ろう！」
10:00～1時間半程度
（人数により午後の時間帯
に変更も）
志津南公民館
☆琵琶湖博物館わくわく探検
隊「もちつきをしよう」
13:30～15:00
（小学４年以下保護者同伴、
申し込み不要）
博物館生活実験工房
琵琶湖博物館

□12月17日（土）
☆ミュージックソン
13:00～16:00

☆クリスマスパーティ
（参加自由）
18:00～21:00
志津南公民館

お
花
と
向
か
い
あ
い
気
持
ち
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
生
け
花
を
も
っ
と
身
近
な

も
の
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
サ
ー
ク
ル
活

動
を
始
め
て
は
や
７
年
。
現
在

は
９
人
の
会
員
で
運
営
し
て
い

ま
す
。

こ
の
会
の
特
徴
は
月
２
回
の
お

け
い
こ
の
う
ち
、
生
け
花
「
草
月

流
」
の
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
生
け

花
の
基
本
を
学
ぶ
日
と
、
季
節
の

行
事
を
取
り
入
れ
た
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
の
日
を
設
け
て
い
る
こ
と
で

す
。今

の
日
本
の
住
宅
は
洋
間
が
主

流
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
空
間
に
も
無
理
な
く
と

け
込
む
作
品
を
指
導
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
活
動
と
し
て
は
、

公
民
館
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
作
品
を
出
し
た
り
、
文
化
祭

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。ま

た
２
年
ご
と
に
開
か
れ
る

草
月
流
の
滋
賀
県
支
部
展
へ
の

出
品
も
可
能
で
す
の
で
、
日
頃

の
成
果
を
試
す
こ
と
も
で
き
ま

す
。
去
年
の
支
部
展
で
は
有
志

グ
ル
ー
プ
で
屋
外
の
大
作
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
好
評
を
得
ま
し
た
。

途
中
入
会
で
も
遅
れ
は
ご
心
配

な
く
。
そ
の
方
の
レ
レ
ベ
ル
に
応

じ
た
レ
ッ
ス
ン
で
無
理
な
く
ス
タ
ー

ト
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

お
花
代
だ
け
で
体
験
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の
で

興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

よ
り
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
け
い
こ
日
は
第
２
、
第

４
水
曜
日
の
午
前
９
時
半
か
ら
12

時
頃
ま
で
で
す
。
場
所
は
志
津
南

公
民
館
で
す
。

◇

【
問
い
合
わ
せ
先
】

代
表

田
中
敏
子

（
電
話
）
５
６
４
|
７
７
０
４

サークル「花いちもんめ」

忙しい日常から一歩離れて

投
稿
歓
迎

ペ
ッ
ト
に
し
つ
け
を

ああでもない、こうでもないと工夫をこらす


